
宇 部 市 百 年 新 聞1 0 0 t h  A n n i v e r s a r y

▼

2001
〈平成13年〉

2010
〈平成22年〉

▼

2011
〈平成23年〉

2020
〈令和2年〉

「
未
来
フ
ロン
テ
ィ
ア

    

宇
部
市
館
」を
出
展

「
緑
と
花
と
彫
刻
の

　
　

 
博
物
館
」開
館

楠
こ
も
れ
び
の

郷
オ
ー
プ
ン

渡
辺
翁
記
念
会
館
が

国
の
重
要
文
化
財
へ

国
の
登
録
記
念
物
に

県
内
初
・

名
勝
地
と
し
て

近
代
建
築
史
か
ら
見
た

評
価
も
高
く
、
長
年
の

適
切
な
維
持
保
存
が
評

価
さ
れ
ベ
ル
カ
賞
を
受

賞
し
た
ほ
か
、
日
本
建

築
学
会
か
ら
「
日
本
に

お
け
る
モ
ダ
ン
・
ム
ー

ブ
メ
ン
ト
二
十
選
」
に

も
選
ば
れ
た
。

登
録
制
度
は
記
念
物
の

保
護
が
目
的
で
、
名
勝

地
は
「
造
成
後
半
世

紀
を
経
過
」
等
の
登
録

基
準
が
あ
る
。
常
盤
湖

の
誕
生
か
ら
三
百
年
以

上
に
わ
た
っ
て
市
民
に

親
し
ま
れ
て
き
た
歴
史

と
、
造
園
史
上
の
意
義

が
評
価
さ
れ
、
登
録
が

決
ま
っ
た
。

平
成
の
大
合
併
で
は
当

時
、
県
内
で
四
番
目
の

施
行
。
新
生
宇
部
市
と

な
っ
た
こ
の
日
、 

渡
辺

翁
記
念
会
館
で
行
わ
れ

た
合
併
記
念
式
典
に
は

約
千
三
百
人
が
出
席

し
、
新
市
の
飛
躍
と
発

展
を
願
っ
た
。

新
市
の
一
体
感
を
醸
成

す
る
た
め
「
輝
く
人
と

自
然
・
ふ
た
つ
の
原
石

に
夢
を
彫
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
基
本
理
念
に
、

「
活
力
と
や
す
ら
ぎ
に

満
ち
た
国
際
交
流
都

市
」
の
実
現
を
目
指
す
。

午
後
か
ら
は
、
ク
ス
ノ

キ
の
合
併
記
念
植
樹
と
、

ち
ょ
う
ち
ん
行
列
も
行

わ
れ
た
。
合
併
に
ま
つ

わ
る
ち
ょ
う
ち
ん
行
列

は
市
制
施
行
以
来
八
十

三
年
ぶ
り
。
参
加
者
は

当
初
の
予
想
を
大
幅
に

上
回
る
約
八
百
人
に
達

し
、
市
内
は
終
日
祝
賀

ム
ー
ド
に
包
ま
れ
た
。

常
盤
公
園中

四
国
で
初

昭
和
以
降

宇
部
市
と

厚
狭
郡
楠
町 
合
併

山
口
き
ら
ら
博
に

         　

単
独
パ
ビ
リ
オ
ン

愛
称
は
と
き
わ

      

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

クスノキ

ちょうちん行列

クスノキの植樹

サルビア

ツツジ

〈
二
○
○
一
年
〉

〈
二
○
○
五
年
〉

〈
二
○
○
七
年
〉

〈
二
○
○
八
年
〉

〈
二
○
○
九
年
〉

〈
二
○
○
四
年

　
　 

十 

一 

月
一
日
〉

温
泉
の
愛
称
は

〈
く
す
く
す
の
湯
〉

農
業
振
興
と

交
流
拠
点
と
し
て
も

市
木
は
ク
ス
ノ
キ

市
花
は
サ
ル
ビ
ア
と
ツ
ツ
ジ
に

オ
リ
ー
ブ
の
栽
培
が
盛

ん
な
ス
ペ
イ
ン
・
バ
レ

ン
シ
ア
州
の
港
町
、
カ

ス
テ
ジ
ョ
市
。
調
印
式

は
渡
辺
翁
記
念
会
館
で

行
わ
れ
、
会
館
前
の
広

場
に
は
、
高
さ
二
・
五

㍍
の
オ
リ
ー
ブ
の
木
が

記
念
に
植
樹
さ
れ
た
。

と
き
わ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

プ
ラ
ン
ト
ハ
ン
タ
ー
の

西
畠
清
順
さ
ん
監
修
。「
世

界
を
旅
し
、
感
動
す
る

植
物
館
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、
八
つ
の
ゾ
ー
ン

に
特
徴
的
な
シ
ン
ボ
ル

ツ
リ
ー
を
植
栽
し
て
あ

る
。
ま
た
、
と
き
わ
公

園
で
作
出
さ
れ
た
美
し

い
花
を
咲
か
せ
る
オ
リ

ジ
ナ
ル
サ
ボ
テ
ン
は
こ
こ

で
し
か
見
ら
れ
な
い
。
ほ

か
に
も
、
コ
チ
ョ
ウ
ラ
ン

や
カ
ト
レ
ア
、
食
虫
植
物

な
ど
も
展
示
し
て
い
る
。

市
制
施
行
九
十
周
年
事

業
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
。
動
物
が
本
来
の
行

動
を
発
揮
で
き
る
よ
う

に
し
た
生
息
環
境
展
示

と
、
学
習
施
設
を
備
え

た
特
色
あ
る
動
物
園
。

初
日
は
開
門
前
か
ら
行

列
が
で
き
た
。
園
内
は

「
ア
ジ
ア
の
森
林
ゾ
ー
ン
」

「
中
南
米
の
水
辺
ゾ
ー

ン
」「
ア
フ
リ
カ
の
丘

陵
・
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル

ゾ
ー
ン
」「
山
口
宇
部

の
自
然
ゾ
ー
ン
」「
身

近　
な
動
物
コ
ー
ナ
ー
」

「
体
験
学
習
館
モ
ン
ス

タ
」
で
構
成
し
て
い
る
。

飼
育
動
物
は
、
シ
ロ
テ

テ
ナ
ガ
ザ
ル
、
ワ
オ
キ

ツ
ネ
ザ
ル
、
リ
ス
ザ
ル
、

ミ
ー
ア
キ
ャ
ッ
ト
、
カ

ピ
バ
ラ
、
ア
ル
パ
カ
な

ど
。「
モ
ン
ス
タ
」
は

動
物
や
環
境
に
つ
い

て
、
体
感
・
実
感
す
る

体
験
を
通
じ
て
楽
し
み

な
が
ら
学
べ
る
施
設
。

魅
力
あ
ふ
れ
る

”新
名
所“

「
お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体
」開
催

「
お
い
で
ま
せ
！

 

山
口
大
会
」開
催

と
き
わ
動
物
園

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

宇
部
湾
岸
道
路

開
通

彫
刻×

ア
ー
ト
作
品

宇
部
市
で
初

文
化
や
経
済
、連
携
を
促
進

「
U
B
E

  

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ

　×

ま
ち
じ
ゅ
う

 

ア
ー
ト
フ
ェス
タ
」

「
世
界
を
旅
す
る
植
物
館
」

 

リ
ニュー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

〈
二
○
一
六
年
〉

県
内
開
催
は

　
　
四
十
八
年
ぶ
り

〈
二
○
一
一
年
〉

〈
二
○
一
一
年
〉

〈
二
○
一
三
年
〉

〈
二
○
一
五
年
〉

本
庶
佑
教
授
に

市
民
栄
誉
賞
授
与

姉
妹
都
市
締
結

〈
二
○
一
九
年
〉

〈
二
○
一
九
年
〉

〈
二
○
一
七
年
〉

貴
重
な
植
物
も

藤
曲
I
C⇔

東
須
恵
I
C

第
六
十
六
回
国
民
体
育
大
会

第
十
一
回
全
国

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・

医
学
賞
受
賞

ス
ペ
イ
ン『
カ
ス
テ
ジ
ョ・
デ
・
ラ
・
プ
ラ
ー
ナ
市
』

東
日
本
大
震
災
復
興
支

援
を
冠
称
に
、
全
国
に

勇
気
と
希
望
、
元
気
を

送
る
大
会
と
し
て
開
催
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
君
の
一

生
け
ん
め
い
に
会
い
た

い
」。
宇
部
市
で
は
高
校

野
球
や
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
な

ど
の
競
技
が
行
わ
れ
た
。

U
B
E
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ

（
現
代
日
本
彫
刻
展
）
は

常
盤
公
園
で
、「
ま
ち
じ
ゅ

う
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
」
は

新
天
町
名
店
街
を
中
心
に

開
催
。
多
く
の
来
場
者
が

作
品
に
魅
了
さ
れ
た
。

〈
二
○
二
一
年

    

　
　
十
一
月
一
日
〉

宇
部
市
制
施
行

百
周
年市

域
の
移
り
変
わ
り

藤
山
村
合
併

〈
一
九
三
一
年
八
月
一
日
〉

厚
南
村
合
併

〈
一
九
四
一
年
十
月
二
十
日
〉

西
岐
波
村
合
併

〈
一
九
四
三
年
十
一
月
一
日
〉

楠
町
合
併

〈
二
〇
〇
四
年
十
一
月
一
日
〉

東
岐
波
村

小
野
村

厚
東
村

二
俣
瀬
村
合
併

〈
一
九
五
四
年
十
月
一
日
〉

小
野楠

二
俣
瀬

厚
東

厚
南

西
岐
波

東
岐
波旧

市
域

藤
山

宇
部
市
を
築
き
上
げ
て
き
た
理
念

国吉　亮之輔
初代　

林　仙輔
2代　

国吉　信義
4・5代　

紀藤　閑之介
3・6代　

一
九
二
一
年
十
一
月

一
日
、
宇
部
市
制
施

行
時
に
発
表
さ
れ
た

【
宇
部
市
民
誓
文
五

則
】
は
そ
の
後
、
正
式

に
「
宇
部
市
憲
」
と

な
る
。
こ
の
中
の
『
共

存
同
栄
・
協
同
一

致
』
の
言
葉
は
『
皆

が
心
を
一
つ
に
し
、

共
に
栄
え
て
い
こ

う
。
』
と
い
う
意
味

で
、
今
日
の
宇
部
市

を
築
き
上
げ
た
大
切

な
理
念
で
あ
る
。
こ
の

精
神
に
基
づ
き
、
宇
部

市
は
市
民
と
共
に
数
々

の
苦
難
を
乗
り
越
え
て

き
た
。
か
つ
て
石
炭
使

用
量
増
加
に
よ
り
発
生

し
た
公
害
問
題
も
、

「
宇
部
方
式
」
と
い
わ

れ
る
独
自
の
公
害
対
策

を
積
極
的
に
展
開
し
、

克
服
し
た
。
こ
の
「
市

民
、
企
業
、
学
識
者
、

行
政
」
が
一
体
と
な
っ

た
「
宇
部
方
式
」は
国
際

的
に
も
高
く
評
価
さ
れ

て
い
る
。

宇
部
市
章

制
定

緑
と
花
と
彫
刻
の
ま
ち

〈
一
九
二
二
年
五
月
七
日
〉

宇
部
の
「
ウ
ヘ
」
を
上

下
に
重
ね
て
図
案
化
し

た
も
の
で
、 

市
制
を
施

行
し
た
と
き
一
般
か
ら

募
集
し
た
作
品
。

向井良吉「蟻の城」
（宇部をテーマとした彫刻・現地制作）

「宇部市民誓文五則」
当時の新聞より

「
降
灰
量
日
本
一
」
と
い

う
公
害
問
題
を
克
服
す

る
こ
と
が
緑
化
運
動
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
宇

部
市
。
緑
化
事
業
が

多
く
の
市
民
の
共
感

を
得
る
中
、
や
が
て

「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」

な
ど
の
活
動
を
経
て

一
九
五
八
年
に
「
花

壇
コ
ン
ク
ー
ル
」
が

実
施
さ
れ
た
。

緑
と
花
と
市
民
と
の
接

点
と
し
て
、
ま
ち
に
彫

刻
を
置
こ
う
と
す
る

「
宇
部
を
彫
刻
で
飾
る

運
動
」
が
提
唱
さ
れ
、

一
九
六
一
年
に
は
「
第

一
回
宇
部
市
野
外
彫
刻

展
」
を
開
催
し
た
。
世

界
で
最
も
歴
史
の
あ

る
野
外
彫
刻
展
と
し
て

現
在
に
至
る
。
一
九

六
六
年
に
は
「
宇
部

市
緑
化
運
動
推
進
委

員
会
」が
組
織
さ
れ
た
。

「
共
存
同
栄
・
協
同
一
致
」の

　
　     

精
神（
こ
こ
ろ
）と「
宇
部
方
式
」

西田　文次
9・10代

三隅　順輔
11・12代

西田　竹一
16代　

新田　圭二
17代　

星出　壽雄
13・14・15代　

二木　秀夫
18・19・20代

中村　勝人
21・22代

久保田　后子
27・28・29代　

篠﨑　圭二
30代　

藤田　忠夫
23・24・25・26代　

歴代宇部市長

伊藤　勘助
7・8代　


